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徹

５
年
ご
と
の
目
視
点
検
で
大
丈
夫
？

Q　
本
市
に
は
47
の
一
級
河
川
が
あ

る
。
そ
れ
ら
に
架
か
る
橋
は
、
社
会

経
済
や
市
民
生
活
を
支
え
る
生
命
線

で
あ
り
、
長
く
安
全
に
機
能
し
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
長
年
の
交
通

政
策
に
お
い
て
設
置
し
て
き
た
橋
も

築
50
年
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
、
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
も
維
持
管
理・

補
修
の
重
要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
が
、

①
本
市
が
管
理
し
て
い
る
橋
は
、
何

本
あ
る
の
か
。

②
築
50
年
を
超
え
る
橋
は
、
何
本
あ

る
の
か
。
ま
た
将
来
数
値
は
。

③
健
全
性
を
担
保
す
る
定
期
検
査
の

法
定
基
準
は
。

④
５
年
に
一
度
の
定
期
点
検
で
安
全

性
が
担
保
で
き
る
の
か
。
状
態
監
視

な
ど
の
新
し
い
技
術
を
導
入
す
る
こ

と
も
今
後
の
対
策
と
し
て
必
要
で
は

な
い
か
。

A　
①
東
近
江
市
橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
計
画
の
対
象
と
な
る
市
道
橋
は
、

令
和
５
年
度
末
時
点
で
６
７
１
本
で

す
。

②
令
和
５
年
度
末
時
点
で
２
７
４
本

あ
り
ま
す
。
将
来
見
込
み
数
値
は
、

Q　
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り
全
て

の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
お
よ
び
子

ど
も
に
対
す
る
母
子
保
健
・
児
童
福

祉
を
一
体
的
に
扱
う
「
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
総
合
計
画
の

指
標
管
理
で
改
善
で
き
る
内
容
は
。

A　
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
両
機

能
が
一
体
的
に
相
談
支
援
を
行
う
こ

と
で
、
総
合
計
画
の
政
策
の
一
つ
で

あ
る
「
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
ま

ち
」
の
成
果
指
標
の
う
ち
、
児
童
虐

待
対
応
件
数
の
減
少
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

Q　
多
く
の
学
校
に
校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
た
く
さ
ん
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
や
支
援
員
を
雇
用
し

て
い
る
。
継
続
的
な
活
用
は
学
校
の

魅
力
を
高
め
、
教
職
員
の
志
望
者
が

増
え
、
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

解
決
に
つ
な
が
る
。
本
務
教
員
に
よ

る
欠
員
補
充
制
度
な
ど
の
教
員
拡
充

策
は
。

A　
就
労
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
新

た
に
教
員
を
志
望
す
る
者
の
減
少
が

10
年
後
に
５
５
５
本
、
20
年
後
に
は

６
３
１
本
で
す
。

③
５
年
に
一
度
の
頻
度
で
行
う
こ
と

が
基
本
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
現
状
で
は
法
令
な
ど
で
基
本
と
さ

れ
て
い
る
５
年
に
一
度
の
頻
度
で
安

全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
今
後
、
老
朽
化
が

進
む
状
況
に
お
い
て
は
、
点
検
頻
度

の
見
直
し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

見
込
ま
れ
ま
す
が
、
各
校
で
教
育
活

動
が
滞
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
県
教

育
委
員
会
と
協
力
し
、
欠
員
解
消
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
今
年
度
県
内
で
初
め

て
、
県
費
教
職
員
が
中
学
校
２
校
で

授
業
を
行
う
人
事
配
置
を
行
い
ま
し

た
。人
員
が
充
足
し
な
い
場
合
に
は
、

今
後
も
こ
の
取
り
組
み
の
拡
充
を
県

に
求
め
て
い
く
予
定
で
す
。

新
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均

子
育
て
・
教
育
環
境
の
向
上
を

Q　
本
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
、

①
近
江
鉄
道
線
で
の
Ⅰ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
導

入
は
、
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
の

か
。

②
Ⅰ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
を
使
っ
た
地
域
住
民

や
沿
線
市
町
に
特
定
し
た
メ
リ
ッ
ト

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

③
近
江
鉄
道
線
を
持
続
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
本
市
が
担
う
役
割
は
大
き

い
。
今
後
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
く
の
か
。

④
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
に
お
い
て
、

エ
リ
ア
運
行
を
拡
大
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

⑤
物
価
高
騰
に
よ
り
各
種
値
上
げ
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
、

ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
の
減
便
や
運

賃
増
は
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
。

A　
①
利
用
者
な
ど
か
ら
導
入
の
要

望
が
強
く
あ
り
、
導
入
お
よ
び
維
持

管
理
に
必
要
な
経
費
な
ど
に
つ
い
て

解
決
の
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、

近
江
鉄
道
株
式
会
社
が
導
入
す
る
こ

と
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

②
近
江
鉄
道
の
利
用
者
増
と
商
業
振

Q　
本
市
の
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、

住
み
慣
れ
た
生
活
の
場
で
自
分
ら
し

い
生
活
を
続
け
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
訪
問
介
護
事

業
の
現
状
は
、
他
産
業
に
比
べ
平
均

賃
金
が
約
６
万
円
低
い
こ
と
や
人
手

不
足
、
ま
た
４
割
の
事
業
所
が
赤
字

経
営
で
昨
年
の
倒
産
が
過
去
最
多
67

件
な
ど
深
刻
な
事
態
に
あ
る
。
加
え

て
４
月
の
介
護
報
酬
引
下
げ
が
こ
の

厳
し
い
状
況
に
拍
車
を
か
け
て
い
る

が
、

①
国
に
介
護
報
酬
引
下
げ
の
見
直
し

や
撤
回
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

②
人
材
不
足
の
解
消
に
は
、
賃
金
格

差
約
６
万
円
の
解
消
が
不
可
欠
で
は
。

③
本
市
の
要
介
護
認
定
率
が
全
国
や

県
平
均
よ
り
低
い
原
因
は
。

④
令
和
５
年
度
の
介
護
相
談
数
、
介

護
申
請
数
、
要
介
護
認
定
数
は
。

⑤
介
護
保
険
財
政
調
整
基
金
残
高
が

約
12
億
円
も
あ
る
の
は
、
物
価
高
騰

や
そ
の
他
の
理
由
で
の
利
用
抑
制
が

あ
る
の
で
は
。

A　
①
事
業
所
の
状
況
を
把
握
し
厳

し
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
適
切
な
報
酬

興
が
図
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
の
導
入
に
向

け
検
討
を
進
め
ま
す
。

③
今
後
も
引
き
続
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
利
用
者
目
線
に
立
っ

た
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
利
用
拡
大
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
路
線
バ
ス
や
一
般
タ
ク
シ
ー
事
業

者
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑤
当
面
減
便
や
運
賃
増
は
検
討
し
て

い
ま
せ
ん
。

の
設
定
を
要
望
し
ま
す
。

②
今
回
の
処
遇
改
善
は
賃
金
格
差
是

正
に
は
ま
だ
十
分
で
な
い
た
め
、
引

き
続
き
国
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

③
健
康
な
高
齢
者
が
多
い
こ
と
や
重

度
化
防
止
の
取
り
組
み
の
成
果
で
す
。

④
相
談
数
２
２
６
８
件
、
新
規
申
請

数
１
２
２
２
件
、
新
規
認
定
数
１
１

５
２
件
で
、
相
談
と
申
請
数
に
差
が

あ
り
ま
す
が
、
申
請
希
望
の
方
は
す

べ
て
申
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
利
用
抑
制
は
掌
握
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
第
８
期
（
令
和
３
～
５
年
）
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

新
政
無
所
属
の
会�

中
村　

和
広

利
便
性
の
さ
ら
な
る
向
上
を

日
本
共
産
党
議
員
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耕
康

介
護
保
険
制
度
の
充
実
を

橋梁点検状況（打音・ひび割れ調査）

親子で交流・相談できるつどいの広場
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